
9.建築物

9-1.家の建て方

敷地に当たる部分の草を刈る時に家の大きさの見当を付ける｡草を刈り終わると､東南隅に

一本柱を立てて標準の柱とするOそこから東北隅にシナの木の皮で作った紐(ハ.)キカ harkika)

を張る(トウシアッテ tusatte)｡その時に､中間に仮竿を持った人が立ち､見当を付ける(イ

ンカラ inkar)｡長さは手を広げて計る｡この計りをパカリ(pakari)といい､両手をひろげた

長さをテム tem という｡シネ テム sinetem, トウ テム tutem,レ テム retem と

計る｡次ぎに東南の柱から西南の方に紐を張り､西南の柱を決める｡次ぎに西北の柱を決める｡

屋根の壁をふく草は前日までに用意しておくので､敷地の草を刈り､柱を立て､壁と屋根を

ふくまで-Ejで仕上げる｡チセカラ Cisekarとはこの敷地の草刈りから家全体が建ておわるま

でを指して言う言葉である｡敷地をチセ カラ コツ Cisekarkotという｡チセコツ Cisekot

は家のあった跡地を言う｡

家の頂上をふく(チセ バ カラ Cisepakar)のも終わり､家の四周がすべて完成すると､

その晩にはもう寝泊まりできる｡戸口から入り､炉を作る｡

家の向き:家の間取りは､南北に長い長方形で､家を東西にながく建てると川を堰きとめる

ことになるから忌み嫌う｡

家の建て方 :東側から建てはじめる｡柱は､イクシペ ikuspeと言う｡草刈りをして敷地を

決めたあと図39の(∋東南隅に最初の柱を建てる｡柱は上部が二又木 (マッカ)になっており下

部は尖らしてある｡それを両手で持って打ち込むので力のない人は二人でやる｡力のある人(キ

ロロコロクル kirorkorkur)でないと一人でできない｡①から紐を東北に張り②東北隅の柱を

決める｡次に(丑から西南に向かって紐を張り③から北に向かい紐を張り④西北隅に柱を建てる｡

(図39参照)

柱の名称

①ロルン イクシベ rorunikuspe

②ウサラ ワ アン イクシベ usarwaanikuspe

③オシソン フ アン イクシベ osisonwaanikuspe

(彰オシソン ワ アン ウサラ イクシベ osisonwaanusarikuspe(翻訳調のアイヌ語

のように思われる｡)

次に間柱を南側から建てる｡この柱を(9ノシキ アン タンネ イクシベ noskiantanne

ikuspeという｡次ぎに同じ間柱を北側に建てる｡これを⑥ウサラ ワ アン タンネ イクシ

ベ usarwaantanlleikuspeという｡イテメこの外側に立つ｡
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(以前の調査ではこれらの間柱を総称して､リイクシベ riikuspeとおっしゃったので確認す

ると同一ものである事がわかった｡)柱の材料としてはヤチダモ(ピンニ pinni)かドスナラ(プ

ンカゥ punkaw)である｡

次に⑤⑥の上に棟木を渡す｡リクンニ rikunniという｡南北に二尺はどながく出る｡

東(①②)と西(③④)に南北に走る桁 (トウリ turi)をそれぞれ①②と③(i)の股木に二尺ほど

外に出るようにのせる｡この桁の長さは普通の家で3間から4･5間であり､オッテナ級の家

では7から8間である｡その股木の上にイテメニ itemeni梁を蹴せる｡まず南にある梁(ロロ

ワ アン イテメニ rOrOWaanitemeniまたは ロルン イテメこ rOrunitemeni)の下部

を図40の如く削り(きっばを入れる)柱にはめこむようにする｡次ぎに同様に北の梁(ウサラ ワ

アン イテメニ uSarWaanitemeniまたはウサラ イチメニ uSaritemeni)を柱にはめ

こむ｡桁の上に次々と一間毎に南から(ロルン トゥタメ アン イテメニ rOruntutanuan

itemeni)梁を並べていく｡真ん中の梁を特にノシキ アン イテメニ nOSkianitemeniとい

う｡南と北の梁は紐で固定するが他の中間の梁は切りこみをいれるだけで固定する｡

垂木はサクマ Sakumaといい､屋根に縦に載せ棟木の上に載せる｡棟木も桁も二尺ほど南北

に出ているのでその上に置くとひさしとして二尺くらい出る｡一間に三本くらいの間隔で切れ

こみをいれて棟木と桁にはめこむ｡垂木は､屋根の頂上で草を敷くと隠れてしまう｡

次にこまい (イサマこ isamani)をサクマと直角に屋根の上に置く｡垂木の下から上へと一

尺間隔に置く｡これをイサマこ コテ isamanikoteという｡屋根は西側から葺き屋根の頂上

部で東側に一段多く出る.

図39.柱を立てる順序

図40.柱､桁､梁の結合

桂庵

柱は､10年以上ももつが､柱が腐る (イクシベ ムニン ikuspemunin)と新築する (アシ

リ チセ カラ aSircisekar)｡柱だけを取り替えることはなく､まったく新しく建て直す｡
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逆木について

家を立てる時に逆木について昔の人は喧しく口うるさく言っていた｡南北に柱や桁を渡す時

には南に木の先端が､北に根元が向き､東西では､東に先端､西に根元が向き､上下では上に

先端､下に根元が向くようにする｡同様に壁や屋根をふく草も根元が下に向くようにする｡こ

の理由は陽の当たる方向が東や南なので､生きている木の成長する方向に合わせているのだ｡

屋根のふき方

野崎コタン付近は西風が強いので､屋根の西側を先にふいて最後に草の先端を東側の屋根の

方に折り曲げ､更に東側の屋根をふく時に草の先端を重ねるようにして､｢押しぽこ｣(イサマ

ニ isamani)で押さえる｡イサマこは今の釣り竿くらいの太さでヤチダモ (ピンニ pinni)で

作る｡

更にその上に屋根の頂上部 (チセパテプパケ cisepateppake)に直径二尺くらいの草の束を

置き並べボンアッ ponat(おひょうの木の皮のひも)かシナの木の皮のひもで縛る｡屋根をヨ

シでふいた時にはヨシを屋根の頂上部に載せ､ヤチダモでふいている時にはカヤを載せる｡カ

ヤは長いもので7-8尺､短いもので6尺ある｡短いものを使う時には重なる部分をなるべく

少なくするように並べていく｡雨があたると腐り易い為である｡この作業は男が一人で行う｡

女性の仕事は屋根をふく時に草を屋根に手渡しで上げる仕事である｡草を屋根に上げる事をム

ン リキンテ munrikinteという｡

家を建てる人

家主が棟梁 (チセ カラ アシカイ クル Cisekaraskaykur)である事が多いが､成人

に達し結婚し一人前の者でなければならない｡棟梁は､①.柱を立てる時に､曲がらないで真

っ直ぐになるように注意する｡(乱 逆木を使わないように注意する｡例えば､イテメ二は東が

木の先 (ウラ)で西が元 (モト)であり､ トウーリは南が先で北が元である｡もし､逆木 (ホ

ロカニ エイワンケ horkanieiwanke)であるとわかると建築を直ぐに中止する｡材料を取り

換え新たに建て直さなければいけない｡

資材は家主が用意する｡立ち木を見て､これはトウ-リに､これはイテメニにと判断する｡

この準備には何日かかってもよいが､柱を立てはじめるとその日のうちに建ておわらなければ

ならない｡家を建てているあいだに家族に不幸があったりすると家を建てなおさなければなら

ない｡汚れがあった (シウェンクンネレ siwenkunnere)からである｡

家族が総動員で手伝う｡父､母､長男､姉､子ども(ポーホ poho)(ポネカチ ponekaci)

などである｡そしてコタンに家が増えてくると､隣近所で手伝い合う｡エチセ カラ エイワン

ケ モンライケ クキ e-cisekarmonraykeku-ki｢お前の家作りを俺は手伝うよ｡｣

新築イ那 L

チセイノミ ciseinomiには新しい家で酒を作る必要があり､これには5日くらいかかるの

で､家が完成してから一週間か10日後にチセカムイノミを行う｡

酒作りはイチャリ icari(ザル)で酒を漉してクーシントコkusintoko(たが付き行器)に
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入れる｡正しくはクッコロシントコ kutkorsintoko､クーコロシントコ kukorsintokoとい

う｡5-6升の米で二斗樽に二つくらい作る(熊送 りの時には二俵 くらい作る)｡イナウは前の

晩に作っておく (イナウケ inawke)0

イナゥの種類は､①ペツコロカムイ petkorkamuy川の神､②カントコロカムイ kantokoト

kamuy空の神､③チュッカムイ CuQkamuy､これは太陽の神 シリペケレチュプカムイ Sirpeker-

cupkamuy､月の神 クンネチュプカムイ kunnecupkamuyの事である｡④ヌプリシタカマカ

ムイ nupurisikkamakamuy-これにはピンネシリ pinnesir(雄阿寒)､マッネシリ matnesir

(雌阿寒)､モコトヌプリ mokotonupuri(藻琴山)のために別々にイナゥを作る｡sikkama

とは｢お守りする｣という意味である｡⑤ルーチシシタカマカムイ ruCissikkamakamuy(莱

幌峠の神)である｡

メサの前で酒をタカイサラ takaysaraの付いたトゥキに入れ､パスイスイェ pasuysuye(酒

箸を上下に揺ら)しイナウに酒をふりかけると酒もイナゥもそれぞれの神のいる所に届 く｡例

えば､美幌峠に届 く訳である｡

シラリ (sirari酒粕)は女､子どもが好む｡

イノミとカムイノミは同じ事である｡男の先祖の霊を祭る儀礼をエカシイノミ(ekasinomi)､

女の先祖を祭る儀礼をスッイノミ (sutinomi)という｡熊送 りの時の神々にイナゥを届ける祈

りをイオマンテイノミ iomanteinomiという｡

チセイノミの儀式の時の座の配置は､図41の如くで､右座に主人と奥さんが坐 り､主人の後

ろに上座から下座にかけて長老達が坐る｡おとこの正座はあぐらでキモソロ ア kimosoraと

いう.女性は左座に坐るO酒盛りをする時､客の前に一人に一つずつ並べたお膳に置いたタカ

イサラの付いたトゥキにイオマレクル iomarekurが酒を上座から順に注いで回る (イオマレ

iomare)｡イオマレクルは､シントコからペサク(pesaku ひしゃく)でエ トウニプ(etunip 片

口)に滑を移し､客に対座してエ トウニプの上に置いてあるペサクを右手で引き寄せ､お膳の正

面でエ トウニプの口 (エ トウニプ チャロ etunipcaro)から注ぐ｡ トウキやパスイは､主人

が用意し､使用しない時にはイコロサン ikorsanに置いてある｡この トゥキやパスイの数で財

産が知れる｡女性にはイタ (itaお膳)を据えない｡赤い色のイタンキ (フ-レンタンキ hdre

itanki)のみを持ち､パスイももっていない｡(シネ イタンキ コレ Sineitankikore 椀一

つのみも持たせる)｡男の持つ トウキは黒い漆塗りで模様が付いているが女性のイタンキには模

様がない｡

酒が注ぎ終わると家長が炉の前 (アペ サン apesan<apesam)で祈 りの言葉 (イノンノ

イタク inonnoitak)を火の神に捧げる｡

火の神へのイナウ(アペシトウイナゥ apesituinaw)は三本ある｡一本はオンネアペシトウ

イナウ (onneapesituinsw)とかポロアペシトウイナウ (poroapesituinaw)と呼ばれ高さ

一尺くらいで炉の上座 と右座の炉緑木の交差する隅に置かれる｡二本のボンアペシトウイナゥ

(ponapesituinaw)は割箸くらいの高さである｡主人の前の炉の中に火ばさみ (アペオッニ
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apeotni､ラスパこ (raspaniサピタの木)で作る)でおき (ウサッ usat)を集め上座寄りと

下座寄りに二つの山を作 り､それぞれ炉緑寄りに一本ずつボンアペシトウイナウを立てる｡上

座寄りのイナウはロロワ エカシ (rorwaekas)のためのイナゥで下座寄りのイナウはウサラ

ワ フチ (usarwahuci)のためのイナウである｡イナゥは祈 り(イノンノイタク inonnoitak)

が終わるころ炉の中 (アペソ オシケ apesooske)へ倒れるように自分で考えて (ヤイコサ

メ yaykosanu)立てる｡炉緑の方に倒れる (アペシトウイナウ ヤン apesituinawyan)こ

とのないようにする｡

〔美幌･菊地股吉氏〕

図41.新築俄礼の座の配置

/一一 ･- /

9-2.家の内部構造

炉は家族の全生命を養うものであるから大切である｡だから､家の内部では第一番目に作る｡

炉緑木をイウンベ iunpe～イユンベ iyunpeという(イヌンベとは日高方面の言い方である｡)

炉緑木は神窓側のオロルンイユンベ ororuniyunpeを木の根元を西に先を東に向けて置く｡次

にハリキソワアンイユンベ harkisoaniyunpeを木の根元を北に先を南に向けて置く｡次にオ

シソワアンイユンベ osisowaaniyunpeを置く (元は西､先は東)｡炉を切 り終わると炉の

中央 (アペソノシキ apesonoski)で火を燃やす (アペアレ apeare)｡この火入れ式には家

主がキリボスマ(kirposuma 脂石)とヤスリ鉄 (カネ kane｡馬そりの裏金のように細長い｡)

を擦 り合わせて火を起こす (このキリボスマとカネの一組をプィチ puyci)という｡次ぎの日

からは奥さんでも娘さんでも火を起こして良いが第一日冒だけは家主が行う｡

床作り
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地面の上に草を上座から東西へと敷く｡左座と右座では南北に敷く｡これをソクカラムン sokkar

mum(或いはより正確に言うとソーカラムン sokarmun)｡その事の上にイテセ (itese編む)

したヨシズを敷く (ソクカラ アマ SOkkarama)｡上座 (オロルン ororun)から敷き始め

る｡東から西の方へ重ねながら敷く｡ヨシズの頭 (ソクカラバ sokkarpa)を束に向ける｡ヨ

シズの下 (ソタカラケシ SOkltarkes)は編み終わりの糸 (イテセ トウシ itesetus)の結

び目があるのでわかる｡次ぎのヨシズの頭を最初のヨシズの下にする｡同様にして､右座､左

座､下座とヨシズを敷いていく｡ヨシズの敷き方､上下の方向を間違える(イホロカ ihorl(a)

と､敷き方が違うと言って､チャラング caranke(談判)になる｡

宣堕

イコロサン ikorsan宝壇を家の東南隅に作る｡宝の量の大小で宝壇の大きさも異なる｡ソタ

カラのうえに枕木 (イコロサンニ ikorsanni)を南から北に置く｡間に二本くらいの木を入れ

る｡その時も､先は東に元は西に向ける｡その上に横木 (イコロ アマニ ikoramani)を三

本くらい連ねて渡す｡先は南に元は北に向ける｡

塵丞

ホッケソッキサン hotkesotkisan｡これは大きな家のオッテナ級の人が作り､普通の人は

作らない｡右座のウサラ寄りに作る｡これはノミが多いのでそれを嫌って作るものだ｡叉木を4

本置きその上に宝壇と同様に丸太木の元と先を考えて木を並べる｡2尺くらいの高さになるの

で､その上に草を敷き､更にソクカラを敷く｡できあがりは高さ2尺3寸くらいで､長さ(南北)

7-8尺で幅 (東西)が6-7尺である｡ここにはは主人と奥さんが一緒に寝る(ウトウラ ホ

ッケ uturahotke)｡背の高い人 (ケウェルイ keweruy)は少し長めにする｡頭は南に向け

てねる｡和人と同じように北枕をすると次の朝に人が死ぬ (ニサッタ ライ nisattaray)と

言われていた｡上座で寝る場合は､東に頭を向けて寝るO寝床の東か西にイミアッテ クマ(imiatte

kuma)という着物掛けを置く｡2本の又木の上に横木かハリキカを渡す｡

塞遡

火棚はパラカ (paraka)といい､イテメニ itemeni(梁)にボンアッ (ponat)かハリキカ

(harkika)で縛り付けられた股状の木四本にぶら下がっている｡その上にサキリsakir(棚の

上の横棒)を20-30本並べる｡火棚のサキリの上に魚や熊､魔の肉を置いて薫製にする｡

埜墨

ロルンプヤラ (rorunpuyar)は､南のリーイクシベ (riikuspe棟持ち柱)の東寄りに作る｡

大きさは､三尺幅で､高さは腰までで低くても (ラム ram)高くても (リー ri)いけない.

物を出し入れするので腰までの高さが最適である｡壁のイサマニ (isamani横木)が丁度神窓

の上下に走っている｡だから､窓枠は特に必要ない｡窓の下に来るイサマ二は床面より少し上

で短いので木の根元を東に向けなくても良い｡逆木の例外的なものである｡

塞墨

家の主人が坐る直ぐ後ろに作る窓でオマカシアンプヤラ (omakasanpuyar)と呼ぶ｡ヨシ
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で編んだヨシズ (普通よりも少し大型のもので窓よりも大きめである)を窓に垂らす｡これを

イテセアブッキ (iteseaputki)と呼ぶ｡天気の良い時には巻き上げておく｡曇っている時や吹

雪の時にはヨシズを降ろしておく｡冬もヨシズでよい｡時にはヨシズを二枚かける時がある｡

〔美幌 ･菊地股吉氏〕

9-3.家の周囲

旦旦

メササン nusasan(祭壇)は南向きに作る｡家を新築した時にはアシリ チセ イノミ asir

ciseinomiの前にメササンを作る｡メササンはロルンプヤラ rOrunpuyarから10間以上も離

れている｡家によって遠い (トウイマ tuyma)メササンと近い (ハンケ hanke)ヌササンが

ある｡遠いものは16-7間離れている｡熊送りは､メササンとオンネチセ(onnecise 大きな

秦)との間で行う｡

メササンが南向きなのは､太陽が照らしてくれる方向で､太陽は東から昇り南を通って西へ

沈むからである｡川も南から北へ流れている｡南は川上 (ペッパ petpa)だから､頭は全てが

尊いからそちらの方にメササンを向ける｡川上は川の流れだす源でヌプリ (高い山)で高い山

は尊いものだ｡藻琴山にも雷の神(フムユッケコロカムイ humyuQke( <yupke)korkamuy)

が宿っていると言われている｡雌阿寒､雄阿寒もヌプリで神が宿っている｡北見と阿寒の間の

峠も(アカンルーチシ akanrucis｡美幌でメササンにイナウを立てないが阿寒湖ではノミする

はずだ｡阿寒には秋辺音吉という偉大な村長がいた｡)阿寒川 (アカン ペッ akanpet)と網

走川 (チバシリ ペッ Cipasirpet)の水源である｡美幌峠 (ルーチシシタカマカムイ ruCis

sikkamakamuy)は､屈斜路湖へ注ぐ川と古梅経由で美幌川 (ピポロペッ piporopet)へ注

ぐ上流との境であるから美幌でノミをする｡山と言ってもヌプリと言われる高い山しかノミし

ない｡メササンと神々の居る所とは通じているのである｡

イナウの種類

普通のイナゥはヤヤンイナゥ yayaninaw と呼び､メサに捧げる神々へのイナウである｡

チカブイナウ Cikapinawは鳥の神に捧げるイナウで羽が付いている｡

金庫

美幌では日高のような高床式の倉庫はない｡祖父の代､父の代にはトイブ- toypu 土の倉

である｡実際に見た事はないが､父はトイブ-エイワンケ キ (toypueiwankeki)したと言

っていた｡土の倉を家の南西寄りにメササンと同じくらい､10間くらい家から離れて作る｡大

人が少し腰を曲げて(ボンノ ルイケ ponnoruyke<rewke)出入りするくらいの高さである｡

少し地面を掘り下げ木の骨組みをする｡土の倉へは南にメササンがあるので避けて通り､西回

りで行く｡夏も冬も使えた｡魚類､肉類などを保存した｡ルイベ (ruype 凍らせた魚)など夏

でも食べられたという事だ｡父の代にはじゃがいもなどを入れた｡

阿寒湖では冬でも氷に穴を開けて(コンル ペレ konrupere､コンル スイ カラ konru
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suykar)カパラ チェプ kaparcep(ヒメマス)を釣る (アパッチ apatte)ので倉庫は必

要なかったのではないか｡阿寒で倉庫は見た事がない｡

乾燥設備

魚の乾し竿 (チェプ サッケ クマ CepSatkekuma)は家の東南寄 りに作る｡二本の叉木

の柱を立て横木を一本置 くO犬が飛び付かず､人の手の届 くくらいの高さにする｡長さは9尺

くらいは必要である｡イナウは特に立てない｡肉は外で乾す事はない｡肉はサカンケ(sakanke

ゆでる)して家の中のアペソ(apeso炉)の上で乾す(サカンケカムサッケ sakankekamsaLke)0

これは虫がわかないようにするためである｡

水汲み

2･3軒共同で井戸を掘った (スンプィ オウリ sumpuyouri)｡二尺くらいの深さで木枠

もなく余り水は流れていくようにした｡井戸を掘ると沸き水が出てくる(ヤム ワクカ エ トウ

ク yamWakkaetuk)｡新しい井戸を掘るとシトゥイナゥ (situ主naw)を井戸の神 (スンブ

イ カムイ Sumpuykamuyと ワタカコロ カムイ Wakkakorkamuy)に捧げた｡これ

はカムイノミする時に時々立て替えた｡井戸のない家は､川に水汲みに行った｡第二ウイント

クの母親 (ひいばあさん)が元町に住んでいて90何歳かでなくなる時に ペッオロワ ワクカ

タ petorwawakkata｢川から水を汲んで来い｣と言われた｡死に水を汲みに行った訳だ｡

ゴミ捨て場

ソクカラムン sokkarmun(床に敷 く草)が腐って (ホスセ hosse)臭い (フララ hurar

言い誤りか｡フラ huraかフラアッ huraatではないか｡)がしてきたらタイペ オスラ(taype

osura ゴミ捨て場)に捨てる｡これは家の西北寄りに家から10間ほど離れた所にある｡魚の

骨チェプポネ ceppone)はゴミと一緒にはしない｡ゴミ捨て場の少し南に捨てる｡魚の骨は

粗末に扱えないからである｡粗末に扱えば､ トウスクル(tusukur 砿術者)が トウスして騒ぎ

だす｡

動物の骨は､メササンの側に持って行 く｡熊の骨はもちろん､鹿の骨 (ユクポネ yukpone)

もメササンの側に置く｡ウサギの骨もメササン近 くの清潔な所に置き､魚の骨と一緒にはしな

い (タン ポネ アマ ワ エク tanponeamawaek｢この骨を置いて来い｡｣)0

動物の毛皮は粗末に扱えない｡もし､粗末に扱うと罰が当たる(カムイ エアッ kamuyeat)｡

トウスクルに言われる｡メサの西北の方にひっそりと隠れて捨てる｡

灰 (ウナ una)は､家の西北に魚の骨を捨てる近 くにあるウナオスラ (unaosura)に捨て

る｡灰は火の神の垢 (アペウチ トウール apeucituru)だから不潔な場所に捨ててはいけな

いと言われている｡

この地方ではヒエ ･アワがないので糠 (ムル mur)捨て場はない｡

チェプケリ cepkeriは魚の骨と別な場所に捨てる｡ケロムン (keromun)は､古くなると

出してタイペtaype(ゴミ)として捨てる｡

〔美幌 ･菊地股吉氏〕
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